
☞　９月定例会　一般質問に７人登壇

☞　研修報告　２常任委員会の研修レポート

☞　インタビュー「かるまい町に住んでみて」

12

20

24

主な内容

華やかに彩る稚児行列☞　特集〔いちい荘の改築〕

　町と社協で早期協議を ２ シャンシャンシャンと鈴の音を響

かせ、荘厳な山車の前を華やかに

彩る稚児行列。お化粧姿の美人さ

んたちは手を振りながら、沿道の

観客を笑顔にしてくれます。

（平成 29 年 9 月 16 日；軽米秋まつり）

かるまい　議会だより
№ 211

平成 29 年 10 月 25 日
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いちい荘改築 へ、協議早く

特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

多
額
の
資
金
を
い
か
に

31
年
度
を
目
標
と
し
た
い

町
社
会
福
祉
協
議
会

町　

長

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
い
ち
い
荘
」（
以
下
「
い

ち
い
荘
」）
は
、
昭
和
51

年
に
二
戸
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
が
設
立
、
軽
米

町
へ
の
施
設
譲
渡
を
経

て
、
平
成
21
年
10
月
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
移

管
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。長
期
入
所
50
人
、

短
期
12
人
の
定
員
で
す
が

入
所
を
希
望
す
る
方
も
ま

だ
ま
だ
多
数
あ
り
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て

平
成
28
年
度
軽
米
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
審

　
「
い
ち
い
荘
」
の
改
築

に
は
多
額
の
資
金
を
要
し

ま
す
。
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
積
立
金
は
現
在
２
億

円
余
り
で
、
財
源
確
保
が

大
き
な
課
題
で
す
。

　

建
設
候
補
地
は
、
仲
軽

査
特
別
委
員
会
で
は
９
月

12
日
、
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
建
設
か
ら
40
年

以
上
を
経
過
し
許
可
基
準

に
合
わ
ず
経
過
措
置
で
対

米
地
区
の
旧
県
北
農
業
試

験
場
跡
地
が
予
想
さ
れ
、

総
額
10
億
円
を
超
す
大
事

業
と
な
り
ま
す
。

　

建
設
に
あ
た
っ
て
は
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施

主
体
と
な
る
の
か
、
町
が

両
者
協
議
で
、
早
い
結
論
を

特
別
委
で

現
地
視
察

　９月定例会は９月４日から 15 日まで、12 日間開かれま
した。今定例会では、昭和 50 年代建設の老朽施設改修に
ついて議論に熱を帯びました。特にも平成 21 年度に町か
ら軽米町社会福祉協議会に無償譲渡された特別養護老人
ホーム「いちい荘」は築 40 年以上経過し、入所者の安心
安全の確保は緊急の事案です。質疑への回答で町長は「31
年度を目標としたい」と答弁。町社会福祉協議会では「多
額の資金が必要」とするなど今後の協議が注目されます。

応
す
る
現
状
報
告
を
受

け
、
一
層
の
緊
急
性
を
感

じ
ま
し
た
。

※
現
地
視
察
の
様
子
は
４

　
ペ
ー
ジ
に
掲
載

建
設
し
管
理
を
委
託
す
る

の
か
な
ど
、
手
法
も
い
ろ

い
ろ
検
討
を
要
し
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
に
お
け
る

老
人
福
祉
施
設
の
充
実
は

町
民
の
願
い
で
す
。
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

を
明
確
に
し
、
両
者
協
議

を
活
発
に
行
い
早
急
な
結

論
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

老朽化する施設が目白押し
　　☞　優先順位を早期に検討を　

　昭和 50 年代に整備された老朽施
設が目白押しです。いちい荘に限ら
ず、町火葬場、町老人福祉センター、
町民体育館などのほか、これまでで
きなかったホール付き中央公民館、
図書館など、町民誰もが必要かつ緊
急性を感じている施設整備が山積し
ています。
　今こそ、町民目線で、総合的に、
利用者の不便解消のためにも、いち
早く優先順位をつけて、将来ビジョ
ンの中でまちづくりを進めてもらう
ことを期待したいものです。

ぎかいの視点

特集：いちい荘
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【発議案第１号】

＊理由：広島・長崎の悲劇が繰り返される
　　　　ことなく核兵器のない平和な世界
　　　　の実現に向け、条約への署名と国
　　　　会での批准を求める

【請願陳情第 14 号】
＊件名：「町道認定の陳情」
＊要旨：町道道合線から町道円子大沢
　　　　線までの道路について、町道
　　　　認定をお願いしたい
＊請願者：蛇口集落（行政区）区長
　　　　　大村　昇ほか同地区民９名

９月定例会で決まったこと　
特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

　

88
歳
に
な
る
母
を
入
所
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
職

員
の
方
々
に
は
細
か
い
所
ま

で
大
変
よ
く
介
護
を
し
て
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
れ
ま
で
通
り
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
注
目
し
て
い
る
の
が
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
建
て

替
え
の
件
で
す
。
入
所
者
が

安
全
で
過
ご
し
や
す
い
環
境

に
な
る
よ
う
、
一
日
で
も
早

い
実
現
を
家
族
か
ら
も
お
願

い
し
た
い
で
す
。

日山　政
まさとし

俊 さん

（車門、56 歳）

入所者の安全と、
過ごしやすい環境を

【利用者家族の声】

　　特集：いちい荘　特別委員会が現地を視察
　

平
成
28
年
度
軽
米
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
本
田

秀
一
委
員
長
）
で
は
、
９
月
定
例
会
開

会
中
の
９
月
12
日
に
、
現
地
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
町
火
葬
場
と
特
別
擁
護
老

人
ホ
ー
ム
い
ち
い
荘
の
現
状
に
つ
い
て

調
査
。
老
朽
化
の
実
態
を
目
の
当
た
り

に
し
、
緊
急
的
課
題
と
の
認
識
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　いちい荘は、屋根の雨漏りや壁
の亀裂、非常用電源が未設置、貯
水槽の老朽化、耐震診断の未実施、
面積基準の不適合など老朽化によ
る不備が顕著です。いつ自然災害
が起こるとも限りません。入所者
の安心安全を守るために、老朽化
は緊急かつ重要課題です。
　移管から間もないため、積立金
は十分ではなく、町の支援が絶対
不可欠です。今後、町と協議し一
日も早く改築を進めていきたい。

田名部  晴
はる

 夫
お

 さん

軽米町社会福祉協議会
会　長

施設管理者に聞く

安全確保が
喫緊の課題

【歳入】
＊普通交付税　　　　　　　 （地方交付税 6354 万円）
＊地域経営推進費５事業分　　　（県補助金 896 万円）
＊財政調整基金繰入金　 （基金繰入金　△ 3893 万円）
＊農林業の健全な発展及び地域活性化施策に対する
　指定寄付金　　　　　　　　 　　（寄附金 12 万円）

【歳出】
＊かるまい交流駅（仮称）整備事業用地取得及び補償料
　　　　　　　　　　　　　　 　（商工費 3589 万円）
＊いわて・カシオペアブランド発掘・発信事業
　　　　　　　　　　　　　　　　（商工費 180 万円）
＊学校給食運搬車購入費　　　（保健体育費 820 万円）

一般会計予算を増額

66 億 1792 万円に
一般会計補正予算（第３号）

※金額はすべて 1万円未満の金額を切り捨てています

会計別歳入歳出予算（９月 15日現在）

会計別
予算額

今回補正額 予算総額

一般会計 3620 万円 66 億 1792 万円

特
別
会
計

国民健康保険 △ 2768 万円 15 億 5091 万円
後期高齢者 － 8850 万円
介護保険 － 7100 万円
下水道事業 － 1億 6770 万円

　

❀❀❀　主な補正予算の内容　❀❀❀

平成 29 年度会計の補正予算

【請願陳情第 15 号】
＊件名：「核兵器禁止条約への日本の参加を求める陳情」
＊要旨：国連の核兵器禁止条約はことし７月、加盟国の３分
　　　　の２が賛成し採択されたが、日本は退席をし署名し
　　　　ていない。一日も早い署名と国会批准を求める
＊請願者：平和を望む軽米ウォーキングの会
　　　　　代表　竹澤　勵

全会一致

意見書提出
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣

皆さんからの請願 ・ 陳情、 意見書の提出

継続審査【請願陳情第 16 号】
＊件名：「日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署名
　　　　し、国会が批准することを求める請願」
＊要旨：核兵器の悲惨さを知る唯一の国の政府として、同条約
　　　　にいち早く調印し、国会で批准をし、条約が正式に発
　　　　効してほしい
＊請願者：岩手県原爆被害者団体協議会
　　　　　ヒバクシャ国際署名をすすめる岩手の会
　　　　　会長兼代表　伊藤　宣夫 全会一致

採
択

採
択

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

大村 光
みつのり

憲  さん

【新任】（下円子下組）

人
事
案
件
に
同
意

 

教
育
委
員

兼田　 寿
ひさし

  さん

【再任】（上河南）

 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て
、
適
任
と
答
申

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

＊
氏
名
…
笹
山
結ゆ

み

お
実
男

＊
行
政
区
…
新
井
田

＊
再
任 適

任
と
答
申

①部屋の広さなど施設内部を視察
②老朽化によるコンクリート劣化が
　指摘されている貯水槽
③施設管理者から施設の概要を聴取
④雨漏りで水浸しになった廊下
⑤後付けのダクトや配管で更に低く
　なっている天井

①

④

②

⑤

③
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問
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問

議
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動

民生費　23.9％
14 億 6830 万円

教育費　9.8％
6 億 228 万円

その他　0.1％
　　48 万円

議会費　1.4％
　8933 万円

公債費　10.9％
6 億 6814 万円

衛生費　9.2％
5 億 6497 万円

土木費　9.3％
5 億 6958 万円

農林水産業費 7.2％
4 億 4380 万円

消防費　4.5％ 　 
2 億 7739 万円

支 出
（ 歳 出 ） 総務費　17.7％

10 億 8709 万円

商工費　3.8％
2 億 3125 万円

町が借りたお金

の返済費用

道路や町営住宅

の整備等の費用

学校運営や生涯

学習活動の費用

バス運行や地域

活動等の費用

保育園、医療費

給付等の費用

検診やごみ収集等の費用

農林畜産業振興の費用

地方交付税　44.5％
29 億 5899 万円

国・県支出金 11.1％ 
7 億 4066 万円

町債　12.7％
8 億 4640 万円

譲与税・交付金　4.1％
2 億 7015 円

依存財源

　72.5％
国 や 県、 借 入
金で賄う収入

繰入金　7.8％
 5 億 1844 万円

町税　11.7％
7 億 7632 万円

諸収入　2.5％
1 億 6669 万円

その他 5.5％
3 億 6813 万円国や銀行から

借りるお金

国や県からの

補助金・委託金

地方消費税など国からの交付金等

行政の格差をなくす

国からの交付金

町民の皆さんが納める

町民税、固定資産税など

基金などから

持ってくるお金

町で集めた収入

自主財源

　27.5％

収 入
（ 歳 入 ）

※歳入歳出とも 1万円未満は切り捨て
※グラフ中の「％」は構成比を表す

平成 28 年度

一般会計決算から

注目事業を
ピックアップ

希望郷いわて国体
実行委員会活動補助

1 億 894 万円

いわて国体・軟式野球競技を３日
間で８試合開催。来町者への歓迎、
おふるまいなど、町のＰＲも実施。

※金額は 1 万円未満は切り捨てています

　平成 28年度会計別決算の状況
会計区分 歳入（収入） 前年度比較 歳出（支出） 前年度比較

一般会計 66 億 4582 万円 1億 2826 万円 61 億 3681 万円 △ 1億 3939 万円 認定

特
別
会
計

国民健康保険 15 億 5740 万円 4423 万円 15 億 5052 万円 4175 万円 認定
下 水 道 事 業 1億 5316 万円 △ 332 万円 1億 4874 万円 △ 349 万円 認定
介 護 保 険 7150 万円 344 万円 6990 万円 466 万円 認定
後期高齢者医療 8613 万円 △ 372 万円 　8607 万円 △ 19 万円 認定

特別会計の合計額 18 億 6821 万円 4062 万円 18 億 5525 万円 4272 万円 ―

　※金額はすべて 1 万円未満の金額を切り捨てていますので、合計とは一致しません。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
軽
米

町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
ほ
か
４
特

別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
慎
重
に
審
査
。
一
般

会
計
と
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
決
算

に
一
部
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全

て
の
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

水道事業会計
収益的 3億 9997 万円 △ 1116 万円 3億 6084 万円 △ 2849 万円

認定
資本的 1億 6680 万円 △ 3347 万円 3億 7644 万円 △ 2424 万円

平成 24 年度　25 年度　26 年度　27 年度　28 年度

62 億 7620 万円

59 億 9366 万円

72 億 4769 万円
71 億 2025 万円

５年間の一般会計歳出決算の推移

61 億 3681 万円

災害復旧費　2.2％
1 億 3413 万円

かるまい交流駅
（仮称）整備事業

多世代型多目的施設に併せて図書
館・中央公民館の機能を備えた施
設の整備に向け事業用地を取得

デジタル防災行政
無線整備事業

町内防災行政無線のデジタル方式
への移行に伴い、屋外拡声子局 17
局の更新と 1 局の新設を実施

児童手当給付事業

０歳から３歳未満、３歳から小学
校終了前、小学校後から中学校終
了前、特例給付に分けて給付し子
育て世代を支援

山内地区交流
センター整備

地域活動の交流拠点として老朽化
した山内農業構造改善センターの
代替として旧山内小跡地に整備

1 億 7,818 万円1,372 万円

1億 8,308 万円 1億 4,807 万円

決算審査意見
（平成 29 年 9 月 4 日本会議場）

竹下 光
み つ お

雄
代表監査委員

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決

算
は
実
質
収
支
が
３
億
３
千

万
円
余
り
の
黒
字
で
、
単
年

度
収
支
で
も
約
１
億
１
千
万

円
の
黒
字
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
法
定

外
繰
入
は
５
５
０
０
万
円

と
、
前
年
度
比
２
３
０
０
万

円
減
少
し
て
い
る
が
、
一
層

の
健
全
運
営
を
望
む
。

　

基
金
残
高
は
主
要
３
基
金

と
も
減
少
し
、
前
年
度
比
で

４
億
７
０
０
万
円
ほ
ど
減
少

し
て
い
る
。
財
政
健
全
化
に

つ
い
て
は
早
期
健
全
化
基
準

に
照
ら
し
、
現
時
点
で
将
来

支
払
う
べ
き
負
担
度
合
い
は

良
好
で
あ
る
。
引
き
続
き
健

全
化
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　

収
入
未
済
額
縮
減
に
成
果

が
見
ら
れ
る
が
、
担
当
課
に

よ
る
温
度
差
も
感
じ
る
。
全

庁
統
一
し
た
指
標
に
基
づ
い

た
取
り
組
み
を
期
待
す
る
。

　

役
場
組
織
の
再
編
に
あ

た
っ
て
は
、
柔
軟
に
対
応
で

き
る
仕
組
み
、
専
門
職
の
確

保
、
若
年
職
員
の
育
成
、
再

任
用
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

を
期
待
す
る
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
は
計
画
の
折
り
返
し
を
迎

え
る
。町
民
へ
の
情
報
提
供
、

説
明
責
任
を
果
た
し
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進

す
る
こ
と
を
望
む
。

一
般
会
計
は
単
年
度
黒
字

収
入
確
保
へ
全
庁
対
応
を

平成 28 年度決算審査から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般会計と特別会計、 水道事業会計のすべて決算を認定　

平成28年度一般会計収支内訳
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問
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動

特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
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例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

平成 28 年度　一般会計決算への主な質疑 （決算審査特別委員会から）

毎回同じ団体に助
成しているようだ
が、新たな団体の
発掘や、継続団体
には活動内容に応
じた支援制度を考
えてはどうか。

現行の会計制度で
執行しながら年度
経過後、一括して
仕分け等の処理を
行うこととし、現
在その作業を進め
ている。公開はＨ
Ｐでしたい。

問

答

町有固定資産台帳の整備
平成 28 年度決算から新地方公会計による財務
諸表の公開と、公共施設等総合管理計画策定の
基盤情報とするため町有施設等の台帳を委託に
より整備。　　【事業費１４５１万７０００円】

地域懇談会に代わ
る公聴活動として
設置した百人委員
会について、２年
間の効果や反省を
どう総括するか。

効果として自由な
発言が得られた半
面、運営面では初
の試みでもあり課
題もあったと感じ
ている。

問 答

百人委員会の設置（公聴活動）
住民と行政が両輪で機能しあう協働のまちづく
りを目指し、「しごと」「スポーツ・観光文化」

「環境」「子育て」「高齢者福祉」の５部会を設置。
町への提言を行う。【事業費６６万６０００円】

当 初 １ 団 体 ３ 年
間の事業で開始。
29 年 度 は ス タ ー
トアップ事業３年
に加え、チャレン
ジアップ事業で更
に３年可能とした

答

協働参画地域づくりチャレンジ事業支援金
団体等が自主的・主体的に取り組む事業に対し
て、補助率２分の１、１団体 50 万円を上限に
助成するもので、28 年度は２団体に助成した。
　　　　　　　　　【事業費７６万８０００円】

何年か実施してい
る商品券発行につ
いて、町内商店へ
の経済効果、購買
力流出の防止をど
う 評 価 し て い る
か。具体的事例や
数的データを整備
しているか。

28 年 度 の 取 扱 店
舗が 109（前年度
比 5 増）、5566 万
8 千円分の商品券
を発行した。町商
工会からは、町民
に定着し、地域経
済の活性化に寄与
しているとの報告
を受けている。数
的データは今後整
備したい。

問 答

町内共通商品券発行への補助
町内店舗の利用促進を目的に、軽米ショッピン
グカード会が行う町内共通商品券の発行に対し
て助成した。　　　　　【事業費　４５０万円】

　　　かるまい共通商品券

９月定例会で決まったこと　

町
議
会
議
員
の
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
設
置
を

全
会
一
致
で
可
決

議
員
定
数
な
ど
議
会
の
あ
り
方
を
検
討

　

９
月
15
日
に
開
か
れ
た

定
例
会
最
終
本
会
議
で
、

今
後
の
議
員
定
数
等
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
場
と
し

て
、
議
員
定
数
等
調
査
特

別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

と
を
全
会
一
致
で
決
定
し

ま
し
た
。
議
長
を
除
く
議

員
13
名
で
構
成
。
委
員
長

に
細
谷
地
多
門
議
員
、
副

委
員
長
に
茶
屋
隆
議
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

　

本
町
議
会
の
現
在
の
議

員
定
数
は
14
名
で
、
平
成

23
年
４
月
の
改
選
か
ら
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
様
の
特
別
委
員
会

は
、
最
近
で
は
26
年
６
月

定
例
会
で
設
置
さ
れ
検
討

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〔特別委員会の概要〕
＊構成：議長を除く議員 13 名
＊委員長：細谷地多門、副委員長：茶屋　隆
　幹事：舘坂久人、大村　税、松浦満雄、古舘機智男
＊活動内容：平成 31 年 4 月の改選に向け、議員定数等の調査検討を行う。
　定例会閉会中も継続して調査を行うことができる。　

「かるまい議会だより」の縮刷版を発行
　　　　　　　　　　　　　　　　製作部数は限定１００組

軽
米
町
議
会
の
50
年
を
一
つ
に

　

か
る
ま
い
議
会
だ
よ
り

の
発
行
２
０
０
号
突
破
を

記
念
し
て
、
町
議
会
で
は

町
議
会
広
報
紙
の
縮
刷
版

を
製
作
し
ま
す
。

　

昭
和
39
年
７
月
の
創
刊

か
ら
最
新
２
１
１
号
ま
で

の
「
か
る
ま
い
議
会
だ
よ

り
」
の
全
頁
を
、
Ａ
５
判

サ
イ
ズ
に
縮
小
し
て
掲

載
。
上
・
下
巻
で
一
組
と

な
り
総
頁
数
は
約
１
８
０

０
頁
に
の
ぼ
り
ま
す
。
完

成
は
平
成
29
年
12
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

製
作
は
限
定
１
０
０
組

で
、
購
入
を
希
望
す
る
方

に
は
現
在
、
事
前
予
約
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

町
議
会
事
務
局
、
又
は

お
近
く
の
町
議
会
議
員
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１組２万円で販売、現在予約を受付中
（注）写真は出来上がりのイメージで「広報かるまい縮刷版」です

新地方公会計制度
によって財務諸表
の作成、公表はど
のようになされる
のか。

問

監査委員から出された３点の決算審査意見
について、どのように対応していくのか。

①全庁統一的な収納対策について
他市町村の事例を収集し、不納欠損等制度
運用に関し共有する手法を検討したい。
②組織・機構の見直しについて
現在事務事業の見直しを進めており、総括・
担当課長制についても調査研究している。
③町民への情報提供について
広報編集委員会の場で見直しを行い、広報
紙面、お知らせ版、かるまいテレビなどの
情報媒体の整理作業を行っている。

問

答

監査委員による決算審査意見
監査委員による決算審査の意見は、地方自治法

（昭和 22 年法律第 67 号）に基づき、一般会計
及び特別会計、公営企業会計の決算に関して提
出される。　　　　　　　　　　　【事業費－】

同委員会を法令に
基づく委員会にス
テップアップ（格
上げ）してはどう
か。

現在の自由な発言
ができる場である
ことを重視してい
る。法令に基づい
た場合の重責等を
考えると、現行通
りが望ましい。

問 答

百人委員会の内容
が町民に周知され
ていない。行政区
長会議を年１回だ
けでなく、半年や
四半期ごとに開催
し、地域との情報
共有や百人委員会
の情報を提供して
はどうか。

１期目の百人委員
会では 48 項目の
提言を頂いた。今
後も充実させてい
きたい。区長会議
のご提言は、今後
検討したい。

問 答
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案件内容と審議・採決の状況
番号等 案件内容

本会議の

採決結果
付託先 採決日

同意案① 固定資産評価審査委員会委員の選任（大村光憲氏＝下円子下組、新任）
同意

（全員賛成） 9 月 4 日

（招集日）
同意案② 教育委員会委員の任命（兼田　寿氏＝上河南、再任）

諮問① 人権擁護委員の推薦（笹山結実男氏＝新井田、再任）
適任答申

（全員賛成）

議案①
平成 28 年度一般会計歳入歳出決算の認定
　（歳出決算総額 61 億 3,681 万 1,695 円） 可決

（賛成多数）

平
成
28
年
度
軽
米
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
審
査
特
別
委
員

会

9 月 15 日

（最終本会議）

議案②
平成 28 年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
　（歳出決算総額 15 億 5,052 万 9,483 円）

議案③
平成 28 年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
　（歳出決算総額 8,607 万 897 円）

可決

（全員賛成）

議案④
平成 28 年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
　（歳出決算総額 6,990 万 9,158 円）

議案⑤
平成 28 年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
　（歳出決算総額 1 億 4,874 万 1,713 円）

議案⑥ 平成 28 年度水道事業会計決算の認定及び利益の処分

議案⑦ 平成 29 年度一般会計補正予算③（3,620 万 6 千円の増額補正）

議案⑧ 平成 29 年度国民健康保険特別会計補正予算②（2,768 万 4 千円の減額補正）

請願陳情⑮ 核兵器禁止条約への日本の参加を求める陳情
可決

（全員賛成）

総
務
教
育
民
生

常
任
委
員
会請願陳情⑯

日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署名し、国会が批准することを求
める請願

議案⑨（※）契約の締結（デジタル防災行政無線整備３期工事、1 億 5,876 万円）

可決

（全員賛成）

発議案①
国連で採択された核兵器禁止条約へ日本の参加を求める意見書（請願陳情
第 15・16 号関連）

発議案② 私学助成の充実を求める意見書

発議案③
軽米町議会議員の定数等調査特別委員会の設置について（議長を除く議員
13 名を委員とし、議員定数等について調査するもの）

産業建設常任委員会の閉会中の継続審査（請願陳情第 14 号関連）
可決

（賛成多数）

委員会の閉会中の所管事務調査について（次定例会までの間、委員会の調
査活動を認めるもの） 可決

（全員賛成）
（※）

軽米町議会議員の定数等調査特別委員会の閉会中の継続調査（次定例会ま
での間、委員会の調査活動を認めるもの）

（※）９月 15 日の最終本会議で追加提出された議案

９月定例会で決まったこと

議会を傍聴ください

　町議会はどなたでもご覧いただくことができます。
日程は、議会招集日の１週間から数日前に決定しま
すので、町ホームページや「かるまいテレビ」、情報
無線放送でお知らせします。詳しくは、町議会事務
局（☎ 46―4745）までお問い合わせください。

次回の町議会定例会は

１２月上旬に開催予定

　歳入決算額が前年度比２％の増
で、特に自主財源の町税が 3,649
万円増えている。ふるさと支援寄
付金が、企業等からの支援もあり
4,700 万円となっており、今後も継
続的な支援が期待できる。歳出額は
同比２．２%減だが、山内地区交流
センターや交流駅用地取得、補助事
業等を活用し観光防災Ｗｉ－Ｆｉス
テーションの整備など創意工夫に努
めている。町民とコミュニケーショ
ンを深め、協働のまちづくりに努め
ていただくことを期待し、決算認定
に賛成する。

賛否が分かれた議案等の表決一覧　（賛成：○、反対：×、欠席：欠）

議　員　名　

　
議案名（○数字は議案番号）

中
里　

宜
博

中
村　

正
志

田
村　

せ
つ

川
原
木
芳
蔵

上
山　

勝
志

舘
坂　

久
人

茶
屋　
　

隆

大
村　
　

税

松
浦　

満
雄

本
田　

秀
一

細
谷
地
多
門

古
舘
機
智
男

山
本　

幸
男

（※）
松
浦　

求

賛
成

反
対

結
果

議案①　28 年度一般会計決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 11 2 可決

議案②　28 年度国民健康保険特別会計決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 11 2 可決

　　産業建設常任委員会の閉会中の継続審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 12 １ 可決

≪９月定例会≫　討論 　※９月 15 日の最終本会議場での発言要旨を掲載

古舘機智男
反　対

中村 正志
賛　成

　メガソーラーを推進した 28年度の
町政は、推進室等の町負担に対し事業
者の寄附金収入が少額で、住民雇用も
不安定であり、十分な効果が得られて
いない。雇用奨励金や施設整備補助金
は大企業優先の施策。また自助・共助
を強調していて、かえって福祉の後退
に拍車がかかると懸念する。将来にわ
たって持続可能なまちづくりか、住民
第一であったかを考えると評価できな
い。また、交流駅の場所選定も企業版
ふるさと納税が目当てで、論議が不十
分。以上から住民本位の町政とは言え
ず、反省を求める意味で反対する。

　一般会計からの法定外繰入が前年
度比で 2,300 万円減っているほか、
国保税の不納欠損額は同比 137 万
円減少している。30 年度から、保
険者の県へのスムーズな移行を期待
し決算認定に賛成する。

　町内国保加入の約１割の世帯に短期
保険証が交付されている。ほとんどが
収入が少なく納められない方。他の事
例からも短期保険証を止めても収納率
はほとんど変わらない。納税者を苦し
めているだけである。短期保険証の発
行に反対し、同会計決算にも反対する。

【
議
案
第
１
号
】

　
　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

【
議
案
第
２
号
】

　

平
成
28
年
度
国
民
健
康

　

保
険
特
別
会
計
決
算
の
認
定

歳入増と創意工夫を評価 住民第一と評価できない

県移行に慎重対応を期待 短期保険証は苦しめるだけ

（※）議長は通常、採決には加わらない

対象
議案
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一般質問

中村正志

問町勢功労者表彰の新設を

答 町の声や機運をみて導入時期を判断
【
問
】
女
子
レ
ス
リ
ン
グ

五
輪
４
連
覇
の
伊
調
馨
さ

ん
へ
町
顕
彰
の
検
討
は
。

（
町
長
）
伊
調
さ
ん
と
町

の
関
係
や
レ
ス
リ
ン
グ
競

技
へ
の
町
の
取
り
組
み
を

考
え
る
と
、
町
顕
彰
の
対

象
に
は
な
ら
な
い
と
判
断

し
た
。

【
問
】
表
彰
制
度
は
町
、

教
育
委
員
会
、
関
係
団
体

等
と
調
整
し
体
系
的
な
見

直
し
を
す
べ
き
で
は
。

（
町
長
）
町
表
彰
は
町
表

彰
審
査
委
員
会
に
諮
問
し

審
査
し
て
い
る
。
教
育
委

員
会
や
町
体
育
協
会
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
、
対
象

者
が
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

関
係
団
体
と
調
整
し
意
義

あ
る
表
彰
に
し
た
い
。

【
問
】
長
年
の
継
続
的
な

活
動
を
顕
彰
す
る
、
町
勢

功
労
者
表
彰
の
新
設
を
。

（
町
長
）
現
行
の
表
彰
規

定
を
検
証
し
な
が
ら
、
町

民
の
声
を
聞
き
導
入
時
期

を
判
断
し
た
い
。

（写真は、平成 27 年度の町村合併 60 周年記念式典表彰式）

町表彰制度

町長

特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

老
朽
化
の
現
状
と
改
修
は

修
繕
し
な
が
ら
早
期
に
着
工
へ

【
問
】
施
設
の
老
朽
化
で

町
民
の
不
安
が
拡
大
し
て

い
る
。
現
状
把
握
と
改
修

予
定
は
い
か
に
。

（
町
長
）
必
要
な
修
繕
を

行
い
な
が
ら
日
常
的
な
点

検
も
実
施
。
６
月
か
ら
２

人
体
制
と
し
手
順
確
認
や

事
故
防
止
に
対
処
し
て
い

る
。早
期
着
工
に
努
め
る
。

問町
長

【
問
】
町
嘱
託
職
員
報
酬

と
臨
時
職
員
賃
金
の
設
定

が
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、
統
一

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
嘱
託
職
員
は
庁

内
各
課
で
専
門
職
種
を
含

め
18
職
種
で
任
用
し
て
い

る
。
多
岐
に
渡
る
こ
と
か

ら
統
一
し
た
報
酬
設
定
は

難
し
い
と
考
え
る
。

【
問
】
移
住
人
口
対
策
と

し
て
町
の
雇
用
、
最
低
賃

金
を
い
か
に
考
え
る
か
。

（
町
長
）
移
住
対
策
は
重

要
で
あ
る
。
企
業
誘
致
や

新
規
雇
用
奨
励
金
な
ど
に

取
り
組
む
ほ
か
、
町
民
所

得
向
上
に
努
め
た
い
。

臨
職
等
の
賃
金
見
直
し
を

職
種
が
多
く
、
統
一
は
難
し
い

問答
町
長

町
火
葬
場

町
嘱
託
・
臨
時
職
員
の
賃
金

　７人が登壇
質問議員 質問事項

中村正志
（13 ページ）

　軽米町表彰に名誉町民や町勢功労表彰を新設してはどうか

　町の嘱託や臨時職員の報酬、賃金の統一化、
　及び移住も含めた雇用への賃金体系の考えは

　軽米町火葬場の改修は 3 月定例会答弁の日程で進むのか

田村せつ
（14 ページ）

　町防災センター周辺の環境整備

茶屋　隆
（15 ページ）

　住・環境・インフラ整備及び防災防犯について

　農業振興について

　建設予定の施設（火葬場、いちい荘、交流駅）について

大村　税
（16 ページ）

　地域おこし協力隊の応募状況について

　鳥獣被害防止対策について

細谷地多門
（17 ページ）

　小軽米四部落共有地に係る登記移転未了問題について

　大川宇八郎氏の生誕地について

山本幸男
（18 ページ）

　いちい荘の建設について

　火葬場建設計画について

古舘機智男
（19 ページ）

　メガソーラーの進捗状況

　日照不足・低温による農作物への影響と、
　自然災害・異常気象の常態化・台風 10 号被害を踏まえた取組み

　就学援助制度について

　第 18 回定例会・一般質問

※掲載されている質問要旨や回答内容は要約していますのでご了承ください。
※質問・回答の全文は会議録に調製しますので、議会事務局又は町ホームページでご覧いただけます。

一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して質問できます
・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行われます
・同一項目についての再質問は２回までできます
・時間の制限はありません

特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動
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一般質問 一般質問

特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

茶屋　隆

問台風等への防災対策は

答 人命優先に自主防災体制を充実強化

インフラ整備・防災対策

町長
【
問
】
昨
年
８
月
の
台
風

10
号
被
害
の
復
旧
状
況
を

伺
う
。

（
町
長
）
台
風
10
号
に
よ

る
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
は
道
路
災
21
件
、

河
川
災
30
件
、
事
業
費
は

約
４
億
３
千
万
円
で
あ

る
。
安
全
な
交
通
の
確
保

か
ら
道
路
災
を
中
心
に
工

事
発
注
を
行
い
、
７
月
下

旬
に
す
べ
て
の
発
注
を
終

え
、
８
月
末
現
在
で
約
４

割
が
完
了
し
て
い
る
。
来

年
１
月
に
は
全
事
業
が
完

了
す
る
予
定
で
あ
る
。

【
問
】
今
後
の
異
常
気
象

に
対
す
る
防
災
に
つ
い
て

伺
う
。

（
町
長
）
こ
れ
か
ら
の
台

風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
ハ
ー
ド
整

備
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
、
人
命
優
先
の
対
策
と

し
て
自
助
・
共
助
・
公
助

の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。

地
域
に
は
自
主
防
災
組
織

の
結
成
を
働
き
か
け
な
が

ら
、
自
助
・
共
助
の
体
制

を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】「
い
ち
い
荘
」
建
設

へ
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

協
議
は
進
ん
で
い
る
か
。

（
町
長
）
昨
年
度
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議

し
て
い
る
。
８
月
下
旬
に

同
協
議
会
か
ら
請
願
を
受

け
施
設
を
視
察
し
、
早
期

の
建
設
が
必
要
と
感
じ

た
。施
設
規
模
や
事
業
費
、

補
助
制
度
を
調
査
検
討
し

早
期
建
設
の
実
現
に
向
け

協
議
を
重
ね
る
。

【
問
】
一
日
も
早
い
建
設

を
明
言
し
、
町
民
を
安
心

さ
せ
て
ほ
し
い
。

（
町
長
）
31
年
度
を
目
標

に
、
優
先
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

【
問
】
か
る
ま
い
交
流
駅

の
計
画
の
変
更
は
。

（
町
長
）
都
市
計
画
法
の

開
発
許
可
基
準
に
よ
り
駐

車
場
面
積
を
縮
小
し
た
。

い
ち
い
荘
建
設
計
画
は

31
年
度
を
目
標
に
し
た
い

問
答
町
長

昨年の台風１０号による公共土木災は来年１月に
すべての復旧が完了する予定です（写真は、米田
地区の復旧現場）

【
問
】
経
営
所
得
安
定
対

策
直
接
支
払
交
付
金
と
米

政
策
に
つ
い
て
、
平
成
30

年
度
の
見
通
し
は
。

（
町
長
）
国
で
は
、
主
食

用
米
の
生
産
調
整
と
10

ア
ー
ル
あ
た
り
７
５
０
０

円
の
直
接
支
払
交
付
金
と

も
29
年
度
で
の
廃
止
を
決

定
し
た
。飼
料
用
米
や
麦
、

大
豆
な
ど
の
生
産
助
成
金

は
継
続
さ
れ
る
が
金
額
な

ど
詳
細
は
不
確
定
で
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

30
年
度
の
米
政
策
は

生
産
調
整
、
交
付
金
が
廃
止

問
答
町
長

施設整備 農業振興

田村せつ

女性用トイレの修繕は

県は 29 年度以降の修繕を予定

問

防災センター公衆トイレ

町長
【
問
】
防
災
セ
ン
タ
ー
敷

地
内
の
公
衆
ト
イ
レ
で
、

女
性
用
の
一
部
が
使
用
で

き
な
い
ま
ま
数
年
が
経
過

し
て
い
る
。
早
急
に
修
理

等
の
整
備
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

（
町
長
）
ご
指
摘
の
と
お

り
女
性
用
の
２
室
の
う
ち

１
室
が
使
用
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
維
持
管
理

を
行
う
岩
手
県
二
戸
土
木

セ
ン
タ
ー
に
継
続
的
に
協

議
・
依
頼
し
た
結
果
、
平

成
28
年
度
に
一
度
、
修
繕

費
用
が
予
算
化
さ
れ
た

が
、
新
た
に
電
動
水
抜
弁

故
障
が
発
生
し
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
女
性
用
と
多
目

的
ト
イ
レ
両
方
が
使
用
で

き
な
く
な
る
こ
と
を
考
慮

し
、
電
動
水
洗
弁
の
修
繕

を
優
先
し
た
。

　

な
お
、
当
初
予
定
し
た

女
性
用
ト
イ
レ
の
修
繕
は

29
年
度
以
降
と
な
る
旨
、

県
か
ら
の
回
答
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

【
問
】
向
川
原
親
水
公
園

の
東
屋
の
屋
根
、ベ
ン
チ
、

健
康
器
具
な
ど
の
塗
装
が

剥
げ
落
ち
、
老
朽
化
も
見

ら
れ
る
。
周
辺
を
整
備
し

景
観
も
良
く
し
て
ほ
し
い

と
願
う
が
、考
え
を
伺
う
。

（
町
長
）
老
朽
化
し
危
険

な
状
態
の
健
康
器
具
は
、

本
年
４
月
に
撤
去
し
て
い

る
。
ご
指
摘
の
東
屋
、
ベ

ン
チ
な
ど
は
点
検
を
行
い

な
が
ら
順
次
、
修
繕
を
進

め
て
い
き
た
い
。

防災センターに隣接した公衆トイレ（写真右手）の早急な修理が望まれます

色落ちや色褪せが目立ってきている向川原親水公園
の東屋
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一般質問

大村　税

問隊員採用の活動と実績は

答 応募は無く、魅力的な内容を再検討

一般質問

細谷地多門

問移転登記への進捗を伺う

答 法人化に向けた協議と手続き進む

【
問
】
大
規
模
林
道
用
地

取
得
に
係
る
登
記
移
転
未

了
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。

（
産
業
振
興
課
長
）
昭
和

56
年
３
月
に
、
町
と
小
軽

米
四
部
落
共
有
地
と
で
土

地
売
買
契
約
を
締
結
し
、

町
か
ら
代
金
を
支
払
い
済

で
あ
る
が
所
有
権
移
転
登

記
が
成
さ
れ
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
。
所
有
権
移
転

登
記
を
進
め
る
た
め
、
入

会
林
野
整
備
計
画
を
定
め

生
産
森
林
組
合
と
し
て
法

人
化
す
る
方
向
で
進
め
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

同
団
体
が
農
用
地
区
域
内

農
用
地
を
所
有
し
て
い
る

こ
と
か
ら
現
状
で
の
法
人

化
は
困
難
で
あ
り
、
農
用

地
区
域
か
ら
の
除
外
手
続

き
に
つ
い
て
県
担
当
者
と

現
在
、
協
議
を
進
め
て
い

る
。

【
問
】
法
人
化
へ
向
け
町

当
局
は
ど
う
指
導
し
助
言

等
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）
同
団

体
の
通
常
総
会
な
ど
の
場

で
法
人
化
に
向
け
た
手
続

き
の
進
捗
状
況
を
確
認

し
、
指
導
等
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
県
の
担
当
者

と
協
議
し
な
が
ら
早
期
の

移
転
登
記
完
了
を
目
指
し

た
い
。

【
問
】
代
金
の
支
払
い
か

ら
既
に
36
年
が
経
過
し
て

い
る
。
町
長
の
決
意
と
姿

勢
を
伺
う
。

（
町
長
）
こ
れ
ま
で
も
早

期
解
決
を
め
ざ
し
、
県
の

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
進
め

て
き
た
。
時
間
の
経
過
は

た
い
へ
ん
重
く
受
け
止
め

て
い
る
。
一
日
も
早
い
所

有
権
移
転
登
記
の
実
現
に

向
け
、
関
係
機
関
と
連
携

し
進
め
て
い
き
た
い
。

音更町で建立されている大川
宇八郎翁を顕彰した記念碑

小軽米四部落共有地 地域おこし協力隊

町長町長

特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

【
問
】
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
採
用
に
向
け
ど
の
よ

う
な
Ｐ
Ｒ
や
誘
致
活
動
を

行
っ
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
農
業
を
生

業
と
し
た
新
し
い
生
活
ス

タ
イ
ル
の
確
立
と
農
業
を

活
性
化
さ
せ
る
活
動
を
行

う
隊
員
１
名
と
、
飲
食
店

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
や
経
営
管

理
を
学
び
起
業
を
目
指
す

隊
員
１
名
を
募
集
し
た
。

【
問
】
こ
れ
ま
で
の
応
募

状
況
は
い
か
に
。

【
問
】
２
年
前
ほ
ど
か
ら

町
内
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
目

撃
さ
れ
、
稲
の
食
害
な
ど

が
見
受
け
ら
れ
る
。
生
息

範
囲
や
被
害
状
況
を
把
握

し
て
い
る
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）
目
撃

件
数
と
被
害
面
積
及
び
金

額
は
、
26
年
度
が
21
件
、

１
７
８
ア
ー
ル
で
86
万
円

だ
っ
た
も
の
が
、
28
年
度

に
は
36
件
、
８
１
１
ア
ー

ル
で
３
９
３
万
円
と
増
加

し
て
い
る
。

【
問
】
対
策
実
例
の
情
報

収
集
、
近
隣
自
治
体
と
の

連
携
な
ど
早
期
の
対
策
が

必
要
。
予
算
化
さ
れ
て
い

る
監
視
カ
メ
ラ
、
捕
獲
罠

の
整
備
の
状
況
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）
現
在
、

整
備
に
向
け
て
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
の
方
と
協
議

し
て
い
る
。
鳥
獣
被
害
の

拡
大
が
早
い
た
め
、
早
急

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
宮
城
県
が
生
息
の

北
限
と
さ
れ
て
い
た
イ
ノ

シ
シ
も
、
近
年
、
秋
田
県

の
ほ
か
町
内
外
で
も
目
撃

さ
れ
た
と
聞
く
。
現
在
の

状
況
を
伺
う
。

（
産
業
振
興
課
長
）
現
時

点
で
確
実
な
目
撃
情
報
は

無
く
、
県
の
情
報
で
も
本

町
は
生
息
情
報
が
な
い
警

戒
地
域
と
さ
れ
る
。
な

お
、
本
年
度
見
直
し
を
す

る
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画

で
は
、
新
た
に
イ
ノ
シ
シ

を
捕
獲
、
駆
除
対
象
と
す

る
予
定
で
あ
る
。

被
害
防
止
に
早
期
対
処
を

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
見
直
す

問答
町
長

地域おこし協力隊の活動内容として予定されているホップ
生産は、後継者の育成が課題（写真は、ホップの収穫作業）

鳥
獣
被
害
対
策

（
総
務
課
長
）
本
年
２
月

か
ら
４
月
ま
で
募
集
を

行
っ
た
が
応
募
は
無
い
。

飲
食
店
経
営
の
関
係
に
１

件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
。

【
問
】
課
題
や
問
題
点
は

何
か
。
そ
の
検
証
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
関
係
機
関

や
受
け
入
れ
先
の
部
署
と

協
議
し
、
よ
り
魅
力
あ
る

内
容
を
検
討
し
、
引
き
続

き
募
集
し
て
い
く
。

【
問
】
姉
妹
町
音
更
町
の

開
拓
の
祖
・
大
川
宇
八
郎

氏
の
生
誕
の
地
と
し
て
指

標
を
建
立
し
な
い
か
。

（
総
務
課
長
）
音
更
町
と

今
後
と
も
相
互
に
交
流
を

深
め
、
一
層
の
友
好
関
係

を
築
き
後
世
に
伝
え
続
け

る
た
め
に
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

開
拓
者
・
大
川
宇
八
郎
氏

生
誕
の
地
の
指
標
建
立
を

友
好
と
伝
承
を
考
慮
し
検
討

問町
長

姉
妹
町
・
音
更
町
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一般質問

特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

古舘機智男

問地権者意向を尊重すべき

答 意向の尊重を第一に考える

メガソーラー建設事業

町長
【
問
】
農
山
漁
村
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
に
基
づ

く
基
本
計
画
で
の
整
備
事

業
と
、
同
計
画
以
外
の
事

業
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

（
町
長
）
同
基
本
計
画
に

よ
る
「
軽
米
・
西
山
太
陽

光
発
電
所
」
は
売
電
開
始

か
ら
１
年
が
経
過
。「
軽

米
西
、
東
ソ
ー
ラ
ー
」
は

整
備
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。「
軽
米
・
尊
坊
太

陽
光
発
電
所
」
は
本
年
中

の
着
工
予
定
。
高
家
地
区

は
年
度
内
の
林
地
開
発
申

請
を
目
指
し
て
い
る
。

　

基
本
計
画
外
の
笹
渡
、

長
倉
・
戸
草
内
、
小
松
の

３
地
区
は
固
定
価
格
買
取

制
度
改
正
に
伴
う
入
札
制

度
で
の
事
業
継
続
を
目
指

す
。
向
川
原
・
長
倉
地
区

は
用
地
や
採
算
の
面
か
ら

断
念
さ
れ
た
。

【
問
】
雇
用
創
出
効
果
は
。

（
町
長
）
事
務
や
土
木
作

業
で
40
名
超
が
雇
用
。
資

材
購
入
や
食
堂
、
貸
家
等

も
町
内
で
利
用
さ
れ
て
い

る
。
整
備
後
は
管
理
面
で

雇
用
も
期
待
さ
れ
る
。

【
問
】
用
地
契
約
に
際
し
、

町
は
地
権
者
の
意
向
を
尊

重
す
る
べ
き
で
あ
る
。

（
町
長
）
住
民
意
向
の
尊

重
を
第
一
に
進
め
た
い
。

【
問
】
制
度
の
改
善
で
支

給
増
額
や
入
学
前
の
支
給

が
可
能
と
な
っ
た
が
、
町

の
対
応
は
い
か
に
。

（
教
育
長
）
支
給
単
価
の

増
は
年
度
内
に
追
加
給
付

す
る
。
入
学
前
支
給
は
来

年
度
に
向
け
検
討
す
る
。

【
問
】
準
要
保
護
の
認
定

を
簡
素
化
し
、
も
っ
と
分

か
り
や
す
く
周
知
で
き
な

い
か
。

（
教
育
長
）町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
き

た
が
、更
に
分
か
り
易
く
、

広
く
周
知
し
た
い
。

就
学
援
助
制
度
改
善
を

入
学
前
の
支
給
を
来
年
検
討

問
答
教
育
長

日
照
不
足
等
の
影
響
は

葉
タ
バ
コ
、
水
稲
な
ど
懸
念

問
答
町
長

就学援助

農作物・災害

一般質問

山本幸男

問老朽化の対策と建替えは

答 早急な建設が必要と感じている

特別養護老人ホーム いちい荘

町長

特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

【
問
】
施
設
の
雨
漏
り
対

策
は
さ
れ
て
い
る
か
。

（
町
長
）
平
成
21
年
10
月

に
町
か
ら
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
施
設
が
移
管
と
な

り
、
同
協
議
会
で
管
理
・

運
営
さ
れ
て
い
る
。

【
問
】
新
た
な
建
設
予
定

地
は
旧
県
北
農
業
試
験
場

跡
地
と
考
え
て
良
い
か
。

（
町
長
）
同
試
験
場
跡
地

を
県
か
ら
購
入
す
る
際
、

福
祉
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
で
予
算
議
決
い

た
だ
い
た
。
適
地
だ
と
考

え
て
い
る
。

【
問
】
町
内
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
。

（
町
長
）
８
月
末
現
在
で
、

い
ち
い
荘
が
70
名
、
く
つ

ろ
ぎ
の
家
が
75
名
と
聞
い

て
い
る
。

【
問
】
町
社
協
と
の
協
議

内
容
を
伺
う
。
施
設
整
備

は
町
が
主
体
的
に
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
問
】
30
年
度
中
に
予
定

す
る
建
設
計
画
は
あ
る

か
。（
火
葬
炉
の
数
や
安

眠
室
等
の
計
画
は
）

（
町
長
）
現
時
点
で
具
体

的
な
設
計
等
は
な
い
。
改

築
等
に
は
有
利
な
補
助
事

業
等
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
町
民
の
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
計
画
・
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
問
】「
斎
場
」
へ
の
名
称

変
更
を
検
討
し
な
い
か
。

（
町
長
）
火
葬
す
る
施
設

と
し
て
県
知
事
の
許
可
を

得
た
「
火
葬
場
」
に
対
し
、

「
斎
場
」
と
は
葬
儀
・
葬

式
を
行
う
施
設
全
般
を
示

す
。「
斎
場
」
と
呼
ぶ
他

市
町
村
も
増
え
て
お
り
、

本
町
で
も
施
設
整
備
に
合

わ
せ
検
討
し
た
い
。

30
年
度
の
建
設
計
画
は

町
民
意
見
含
め
今
後
検
討
す
る

問答
町
長

９月定例会・特別委員会において、特別養護老人ホームいちい荘と町火葬
場（写真）を現地視察し、施設の現状について調査しました

火
葬
場
の
整
備

（
町
長
）
建
設
予
定
地
、

施
設
規
模
、
事
業
費
と
補

助
制
度
な
ど
に
つ
い
て
協

議
・
検
討
し
て
い
る
。
先

般
、
い
ち
い
荘
を
視
察
し

て
早
急
な
建
設
が
必
要
で

あ
る
と
強
く
感
じ
た
。
町

社
協
と
引
き
続
き
協
議
し

て
い
き
た
い
。

【
問
】
日
照
不
足
等
に
よ

る
農
作
物
へ
の
影
響
は
。

（
町
長
）春
先
は
良
好
だ
っ

た
が
７
月
下
旬
か
ら
低

温
・
長
雨
・
日
照
不
足
が

続
き
、
葉
タ
バ
コ
へ
の
被

害
や
水
稲
の
登
熟
不
良
な

ど
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

【
問
】
栽
培
管
理
の
指
導

等
行
っ
て
い
る
か
。

（
町
長
）
新
岩
手
農
協
を

中
心
に
農
家
訪
問
、
栽
培

研
修
等
を
実
施
。
町
も
連

携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

【
問
】
異
常
気
象
時
の
雪

谷
川
ダ
ム
の
管
理
、
災
害

弱
者
へ
の
対
応
は
。

（
町
長
）
ダ
ム
か
ら
の
越

流
時
は
無
線
放
送
す
る
ほ

か
、
災
害
弱
者
対
応
は
要

支
援
者
を
事
前
に
把
握

し
、避
難
誘
導
に
あ
た
る
。

日照不足による登熟不良が懸念される水稲（10 月上旬撮影）
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集
　
記
　
事

９
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会

特
　
別
　
委
　
員
　
会
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問

議
　
会
　
活
　
動

特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
　
定
　
例
　
会
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一
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質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

✿研修月日　平成 29 年８月 23 日（水）
　　　　　　　　　　　   ～ 24 日（木）
✿研修場所　山形県遊佐町
✿テーマ　　①高校支援、②子育て支援
　　　　　　③デマンドタクシー
✿参加委員　松浦満雄、茶屋　隆
　　　　　　田村せつ、上山勝志
　　　　　　古舘機智男、松浦　求

松浦満雄
総務教育民生常任委員長

報　告

研修レポート①　　　　　　　総務教育民生常任委員会

入
学
者
Ｖ
字
回
復

　

遊
佐
町
の
県
立
高
校
へ

の
支
援
は
、
就
学
支
援
と

し
て
入
学
生
の
制
服
や
運

動
着
の
購
入
費
用
、
３
年

生
で
自
動
車
運
転
免
許
証

を
取
得
す
る
場
合
な
ど

行
っ
て
い
る
。
支
援
総
額

は
27
年
度
が
６
０
７
万

円
、
28
年
度
は
９
５
０
万

円
で
、
そ
の
結
果
入
学
者

数
が
27
年
度
に
19
人
だ
っ

た
の
が
、
28
年
度
に
は
40

人
と
Ｖ
字
回
復
し
、
29
年

定
住
支
援
の
観
点

　

子
育
て
支
援
で
は
、
内

容
は
当
町
と
大
き
く
は
変

わ
ら
な
い
が
、
定
住
支
援

の
一
環
と
し
て
の
子
育
て

　遊佐町での視察を終え、
軽米町でも決して見劣りし
ない施策が講じられている
と感じた。こうした取り組
みを町内外へのＰＲし、軽
米町にも他町村からの視察
団が来町するよう、今後は
情報発信していきたい。

運
行
料
が
割
高
に

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
（
※
）

は
20
年
６
月
に
開
始
。
町

商
工
会
が
町
か
ら
受
託
、

町
内
タ
ク
シ
ー
業
者
２
社

が
運
行
し
て
い
る
。
予
約

は
利
用
日
の
２
週
間
前
か

ら
１
時
間
前
ま
で
可
能
。

料
金
は
１
回
５
０
０
円
で

回
数
券
や
割
引
制
度
も
有

る
。
課
題
は
、事
業
費（
委

託
料
）
が
２
３
２
０
万
円

と
通
常
の
タ
ク
シ
ー
料
金

に
比
べ
高
く
な
る
傾
向
に

あ
る
と
感
じ
た
。

　＝＝＝遊佐町の主な高校支援施策〔総額９５０万円〕＝＝＝

　■入学生の制服や運動着の購入費用など就学時支援　　７万円
　■介護職員初任者研修の受講生へのキャリア教育支援　２万５千円
　■３年生で自動車運転免許証の取得への支援　　　　　６万円
　ほかに、校外学習の移動バス費用支援、ＰＴＡ活動支援として進路指導経費補助、
　　　　　通学タクシーへの支援など

高校支援、子育て支援、デマンドタクシーと３
項目についてそれぞれ担当部署からの説明を受
け、質疑を交えました（遊佐町役場）

（※）デマンドタクシー
　指定場所から目的地まで、お客様の時間帯・乗車場所
などの要望（「デマンド」と言います）に合わせて運行す
るタクシー。原則、乗り合いのため、希望者を順番に回っ
て目的地へ向かうので、時間はかかるが料金はバス程度
に安価で利用することができる。事前予約が必要。

◁遊佐町子どもセンタ
　ー「わくわく未来館」
　のパンフレットから

✿研修月日　平成 29 年８月 21 日（月）～ 22 日（火）
✿研修場所　宮城県川崎町、岩手県住田町、滝沢市
✿参加委員　大村　税、舘坂久人、中里宜博
　　　　　　中村正志、川原木芳蔵、本田秀一

　

平
成
24
年
３
月
に
小
学
校
４

校
が
同
時
閉
校
し
、
廃
校
舎
利

活
用
に
民
間
事
業
者
を
公
募
し

取
り
組
み
を
行
う
宮
城
県
川
崎

町
を
視
察
し
た
。

　

特
徴
は
事
業
者
が
ど
う
い
っ

た
活
用
を
行
う
か
は
自
由
で
独

立
採
算
に
よ
り
運
営
す
る
こ
と

が
条
件
。
事
業
内
容
の
審
査
に

は
、
地
元
住
民
も
参
加
し
、
地

域
の
協
力
と
理
解
を
得
な
が
ら

進
め
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
と

の
こ
と
。
審
査
の
結
果
、
４
校

そ
れ
ぞ
れ
に
産
直
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
、
ア
ウ

ト
ド
ア
体
験
と
い
っ
た
校
舎
や

地
域
性
に
富
ん
だ
事
業
者
を
選

定
。
今
後
の
事
業
展
開
が
期
待

さ
れ
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
担
当

部
署
が
中
心
と
な
り
「
か
輪
さ

き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
の

取
り
組
み
が
奏
功
し
て
い
る
。

　
　
　
〔
報
告
者　

大
村　

税
〕

　

林
業
振
興
と
中
心
街
再
生
に

取
組
む
住
田
町
を
視
察
し
た
。

　
「
川
上
か
ら
川
下
ま
で
」
の

と
お
り
同
町
で
は
素
材
生
産
か

ら
製
材
、
建
築
ま
で
の
一
貫
生

産
体
制
が
整
う
。
林
業
関
係
の

雇
用
は
10
年
間
で
50
％
増
、
売

上
は
70
％
増
に
。
町
施
設
に
は

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入

し
、
新
築
し
た
役
場
庁
舎
に
は

冷
暖
房
機
能
も
備
え
る
。

　

築
１
０
０
年
超
の
古
民
家
を

改
装
し
た「
ま
ち
や
世
田
米
駅
」

は
子
ど
も
や
若
者
の
交
流
の
場

に
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
町

の
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　
　
　
〔
報
告
者　

舘
坂
久
人
〕

　

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
滝
沢
市

交
流
拠
点
複
合
施
設
「
ビ
ッ
グ

ル
ー
フ
」を
視
察
。大
小
の
ホ
ー

ル
と
会
議
室
に
図
書
館
、
ス
タ

ジ
オ
、
産
直
施
設
も
併
設
さ
れ

た
平
屋
建
て
の
複
合
施
設
で
、

民
間
事
業
者
が
指
定
管
理
者
と

な
る
。
大
ホ
ー
ル
の
最
大
収
容

が
約
４
６
０
席
で
、
階
段
状
の

観
覧
席
は
空
気
圧
を
利
用
し
、

人
力
で
の
移
動
・
収
納
が
可
能
。

隣
接
す
る
産
直
は
買
い
物
客
で

賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

　
　
　
〔
報
告
者　

中
村
正
志
〕

廃
校
舎
活
用

公
募
で
事
業
者
決
定

地
域
と
の
連
携
重
視

林
業
と
古
民
家
活
用

林
業
雇
用
と
売
上
増

若
者
の
交
流
拠
点
に

交
流
駅
構
想
の
参
考
に

民
間
が
指
定
管
理
者
に

客
席
は
空
気
圧
で
移
動

産業建設常任委員会　　　　　　　　　　　　　　研修レポート②

　限られた時間の中で、視察
先の川崎町からは丁寧な説明
をいただき、質疑等もしなが
らの実りある研修であった。
意見交換の際には、当町の校
舎利用で進められる植物工場
の計画について、逆に質問さ
れるなど、廃校舎活用に力を
入れていると感じた。

廃
校
舎
活
用
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

い
た
だ
い
た
川
崎
町
の
小
山
修
作
町
長

（
右
）
と
眞
壁
範
幸
議
長
（
中
央
）

お昼時は店内 30 席ほどが
満席となる「まちや世田米
駅」の地産地消レストラン

ステージ（手前）と観客席の床が平
らで、その一部が昇降する大ホール

宮
城
県
川
崎
町

岩
手
県
住
田
町

岩
手
県
滝
沢
市
「
ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
」

大村　税
産業建設常任委員長

報　告

度
は
37
人
と
な
っ
て
い

る
。
町
支
援
の
財
源
は
全

額
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
て
い
る
。

　

一
方
、
軽
米
町
の
軽
米

高
校
支
援
総
額
は
６
３
０

万
円（
29
年
度
当
初
予
算
）

で
、
さ
ら
な
る
支
援
の
充

実
が
必
要
と
感
じ
た
。

支
援
を
掲
げ
て
い
る
の
が

特
徴
。
軽
米
町
も
定
住
促

進
の
観
点
か
ら
も
一
考
を

要
す
る
と
感
じ
た
。
26
年

度
に
新
た
に
整
備
さ
れ
た

遊
佐
町
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

「
わ
く
わ
く
未
来
館
」
を

中
心
に
相
談
業
務
、
一
時

預
か
り
、
児
童
ク
ラ
ブ
等

が
運
営
さ
れ
て
い
る
。
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特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

特
　
集
　
記
　
事

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

議長交際費 ※議長交際費は議長
が町議会を代表し
て対外的な行事等
へ参加する際の経費　
で、主に各団体の総
会等の会費です。詳
しくは町ホームペー
ジをご覧ください。

　❀お祝い等（会費含む）

７月 ３件  　９，０００円
８月 １件  　３，０００円
９月 ３件  １６，８００円

月 日 曜 行　　事　　

７　
月

４ 火 議会報編集委員会研修（東京都、～５日）
10 月 町政調査会幹事会

14 金 グラウンド・ゴルフはつらつ大会（町政調査会）
議会報編集委員会

19 水 北部地区町村議会議員研修会・情報交換会
22 土 県立軽米病院環境整備（町政調査会）

26 水 町村議会夏季議員大学講座（盛岡市、～ 27 日）
かるまい議会だより第 210 号発行

28 金 議会運営委員会
カシオペア連邦議会議員協議会総会・研修会（二戸市）

８　
月

１ 火 第 17 回軽米町議会臨時会
３ 木 北部地区町村議会議長会県政要望活動（久慈市、盛岡市）
７ 月 二戸地区広域行政事務組合視察研修（千葉県、～８日）
15 火 町成人式
21 月 産業建設常任委員会視察研修（宮城県、～ 22 日）

23 水
岩手情報文化研究会（盛岡市）
二戸地区広域行政事務組合臨時会（二戸市）
総務教育民生常任委員会視察研修（山形県、～ 24 日）

28 月 議会運営委員会、議員全員協議会、町政調査会幹事会
29 火 岩手県町村議会議長会中央重点要望活動（東京都）
30 水 岩手・秋田・山形合同中央研修会（東京都、～ 31 日）
31 木 県選出国会議員との懇談会（東京都）

町 議 会 の 動 き
（平成 29 年４月～６月の主要な行事）

月 日 曜 行　　事　　名

9
月

２ 土 軽米幼稚園運動会
４ 月 第 18 回軽米町議会定例会本会議（会期；～ 15 日）
６ 水 定例会一般質問

７ 木 町政調査会全体会
総務教育民生常任委員会、産業建設常任委員会

８ 金 定例会一般質問
議会報編集委員会

11 月 平成 28 年度軽米町一般会計歳入歳出決算等審査特別
委員会（～ 14 日）

14 木 議会運営委員会

15 金
定例会最終本会議
軽米町議会議員の定数等調査特別委員会
議会報編集委員会

16 土 軽米町敬老会
軽米秋まつり（～ 18 日）

17 日 軽米町消防演習、軽米音頭流し踊り〔町政調査会〕
24 日 シリアルサミット in かるまい 2017
25 月 北部地区町村議会議長会県選出国会議員への要望（東京都）

あの 「検討します」 は…

　　　どうなった？④
検証

平成 28 年９月定例会

　一般質問への回答から

　　　　　　Pick up!

追跡
火葬場へエアコン設置と
　トイレの洋式・水洗化を
新年度での改修を検討する　

問
答

　平成29年度当初予算で改修費用を計上し、
エアコン２機の設置と、トイレを男女ともす
べて洗浄機能付き洋式便座（腰かけタイプ）
に改修された。簡易水洗方式は従来通り使用。
　なお従来のＦＦ式温風暖房器具は、冬期間
用にそのまま残されている。

　エアコンは、待合室に１機と火葬場に１機を設置
　トイレの便座は、洗浄機能付き洋式便座に交換
　水洗化は、従来の簡易水洗（汲み取り式）で対応

その後は…

　議員の質問に対して「検討する」などと回答
したものが、その後どのように対応し、どうなっ
ているのかを追跡し、検証するコーナーです。

上
限
は
人
口
で
区
分

　

各
自
治
体
の
議
員
定
数

は
条
例
で
定
め
る
こ
と
と

さ
れ
、
そ
の
上
限
は
地
方

自
治
法
で
人
口
区
分
に
応

じ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

基
準
と
な
る
人
口
区
分

は
直
近
の
国
勢
調
査
人
口

と
さ
れ
、
軽
米
町
人
口
は

平
成
27
年
に
９
３
３
０
人

で
１
万
人
を
下
回
り
、
定

数
の
上
限
は
18
人
と
な
っ

て
い
る
。

県
内
最
多
は
18
人

　

県
内
町
村
議
会
の
議
員

定
数
の
最
少
が
葛
巻
町
、

田
野
畑
村
、
普
代
村
の
10

人
で
、
最
多
が
紫
波
町
、

矢
巾
町
の
18
人
（
29
年
１

月
１
日
現
在
）。
現
在
の

軽
米
町
の
議
員
定
数
は
14

人
で
、県
内
で
は
岩
手
町
、

山
田
町
と
同
数
で
あ
る
。

　

な
お
、
死
亡
等
で
市
町

村
議
員
定
数
の
６
分
の
１

超
が
欠
け
た
場
合
、
補
欠

選
挙
が
行
わ
れ
る
。

？　議会のはてな？
　　　しくみを教えて！ № 11

議員定数
  ぎ い ん て い す う

第
17
回
臨
時
会　
（
平
成
29
年
８
月
１
日
開
催
）

工
事
契
約
を
可
決【歳入】

・財政調整基金繰入金　　 　   （基金繰入金 5281 万円）
・二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金
　　　　　　　　　　　　　　　 　 （雑入 9974 万円）

【歳出】
・町地域活動支援事業費補助金 　　（企画費 500 万円）
・台風災害被災者見舞金　　　　（災害救助費 28 万円）
・地球温暖化対策実行計画策定業務委託料
　　　　　　　　　　　　　　（保健衛生費 997 万円）

29 年度一般会計予算を 1525 万円増額

総額 65 億 8171 万円に

一般会計補正予算（第２号）

※金額はすべて 1万円未満の金額を切り捨てています

❀❀❀　主な補正予算の内容　❀❀❀

【
議
案
②
】

　

一
般
会
計
予
算
を
歳
入

歳
出
と
も
に
１
５
２
５
万

５
千
円
増
額
補
正
し
、
総

額
は
65
億
８
１
７
１
万
４

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
詳

細
は
、
左
表
の
と
お
り
。

〔
す
べ
て
の
議
案
に
全
員

が
賛
成
〕

１
５
０
０
万
円

余
り
増
額
補
正

【
議
案
①
】

　

町
民
体
育
館
の
屋
根
外

壁
改
修
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

・
内
容　

町
民
体
育
館
の

　

屋
根
外
壁
改
修
工
事

・
契
約
金
額　

６
３
５
７

　

万
９
６
０
０
円

カシオペア連邦議会議員協議会
29年度総会・研修会（7/28）

町政調査会による秋まつり・
流し踊りへの参加（9/17）

北部地区町村議会議長会県選出
国会議員への要望（9/25）
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かるまい町に住んでみて

赤羽 みどり さん

そ
か
ら
来
た
人
に
、
ほ
ん
と
に

優
し
く
親
身
に
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
遊
び
場
を

☟
子
育
て
の
面
で
ど
ん
な
支
援

を
期
待
し
ま
す
か
。

　

他
に
比
べ
て
子
ど
も
の
遊
び

場
が
少
な
い
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
病
院
な
ど
医
療
機
関
も

も
っ
と
充
実
し
て
く
れ
る
と
助

か
る
と
思
い
ま
す
。

若
者
が
集
ま
る
企
画
を

☟
も
っ
と
住
み
や
す
い
町
に
何

が
必
要
と
思
い
ま
す
か
？

　

若
い
人
た
ち
が
集
ま
る
、
集

ま
れ
る
町
づ
く
り
を
期
待
し
ま

す
。
働
く
場
所
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
集
会
施
設
の
整
備
や
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
に
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

そ
れ
と
魅
力
あ
る
大
自
然
を

も
っ
と
活
か
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
れ
ば
良

い
な
と
思
い
ま
す
。

夫
の
実
家
で
子
育
て
を

☟
軽
米
町
に
来
る
き
っ
か
け
は

何
で
し
た
か
？

　

結
婚
後
は
仕
事
の
関
係
で
県

南
部
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た

が
、
長
男
の
出
産
を
機
に
軽
米

町
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
子
育

て
を
す
る
に
は
、
夫
の
実
家
の

あ
る
軽
米
町
で
と
思
っ
て
い
た

か
ら
で
す
。

　

ゆ
っ
た
り
と
子
育
て

☟
住
ん
で
み
て
の
感
想
は
？

　

移
り
住
む
前
は
交
通
機
関
が

少
な
く
て
不
便
だ
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
自
動

車
中
心
の
生
活
に
不
便
は
感
じ

な
く
な
り
ま
し
た
。
町
は
自
然

が
豊
か
で
、
山
の
恵
み
と
と
も

に
ゆ
っ
た
り
と
子
育
て
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
私
み
た
い
に
よ

　あかばね　　　　

　　　　　　　　　　　
盛岡市出身　30 歳（大清水）
夫・長女・長男・義父・義母の６人家族

　　町民インタビュー Vol. ⑨

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
出
演
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
主
に
町
外
か
ら
軽
米
町
に

来
ら
れ
た
方
で
、
町
へ
の
提
言
、
思
い

な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他

薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

議
会
事
務
局
又
は
お
近
く
の
町
議
会

議
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集しています

委 員 長
副委員長
委　　員
　　〃
　　〃
　　〃

茶屋　　隆
中村　正志
松浦　満雄
川原木芳蔵
田村　せつ
中里　宜博
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